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したからであると考えられる。『人工知能学会誌』では 2001 年の 16 巻２号に
て「テキストマイニング」というそのものズバリな特集が組まれている。『デー
タベース白書 2005』には，「テキストマイニングの最新動向」という形で１章
分の記述がある。『看護研究』は，2013 年の 46 巻５号にて「看護研究におけ
るテキストマイニング」という特集を組んでいる。情報経営の分野では，『日
本情報経営学会誌』が，2014 年の 35 巻１号にて「情報経営への言語的アプロー
チ」というタイトルで，テキストマイニングに関連した特集を行っている。『社


































（16,000 件），新聞記事（42,000 件），特許データ（2,000 件）を比較検討するといっ
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－52 （　  ）－
には出現する語句の頻度に違いがあることなどがあきらかとなっている。海外
においても Balakrishnan et al. (2010)は，1997 年から 2002 年の製造企業を
対象とし 1,236 社の年次報告書（4,755 件）から業績を予想することを試みて






















































－54 （　  ）－
にどのような影響を与えるのかをオンラインレビューの分類や線形回帰などか
らなる「eWord-of-Mouth Sales Forecasting Algorithm (WOMSFA)」という
モデルを構築し，検証している。データとして台湾のベストセラー商品（107

































レビューをテキストマイニングによって行っている。1997 年から 2016 年の学
術誌に掲載された論文の抄録（504 件）をテキストマイニング（共起分析）す
ることによって，どのような分野で研究が行われているか，将来的に注目を集


























































































































る。データの収集は 2017 年 10 月９日から同 26 日にかけて行った。実際に学
習に使用したデータは，各施設のクチコミ数に偏りがあり，このような不均衡
データを用いた学習の結果には偏りが生じることが考えられることから，各施














ディズニーランド 0.72463 0.31852 0.17208 0.29442





























































ディズニーシー , 飲める -0.422241
ディズニーシー , お酒 , -0.412928
ディズニーシー , 雰囲気 , -0.395229
ディズニーシー , 違う , -0.36092
夢の国 , ディズニーシー -0.335172
ディズニーシー
お酒 , 飲める -0.334084
お酒 , ディズニーランド -0.326443
飲める , ディズニーランド -0.319303
お酒 , クリスマス -0.20991
飲める , クリスマス -0.209498
横浜・八景島シーパラダイス
水族館 , イルカ 0.0241484
水族館 , 海 0.0308357
イルカ , 海 0.0367161
ここ , イルカ 0.119278
ここ , 海 0.1281773
ナガシマスパーランド
アウトレット ,  スチール -0.019824
スチール , ドラゴン -0.016169
アウトレット ,  ドラゴン 0.0190883
プール , スチール 0.045261
ジェットコースター , スチール 0.050169
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－62 （　  ）－
表４　特徴の近似化
ディズニーシー
ディズニーシー + 思う  + 雰囲気 0.7940271
ディズニーシー +  思う +  違う 0.7886179
ディズニーシー  + 大人 +  ディズニー 0.7877395
ディズニーシー  + ディズニー + 違う 0.7877291
ディズニーシー  + ディズニー + 雰囲気 0.7876899
USJ
USJ +  雰囲気 +  ディズニーシー 0.7415832
USJ +  大人 +  ディズニーシー 0.7340913
USJ +  ディズニーシー +  飲める 0.7241877
USJ +  違う +  ディズニーシー 0.7241855
USJ +  気 +  ディズニーシー 0.7176755
横浜・八景島シーパラダイス
横浜・八景島シーパラダイス  + ディズニーシー +  雰囲気 0.6634625
横浜・八景島シーパラダイス  + ディズニーシー +  違う 0.6515939
横浜・八景島シーパラダイス  + ディズニー +  ディズニーシー 0.649789
横浜・八景島シーパラダイス  + ディズニーシー +  飲める 0.6444271
横浜・八景島シーパラダイス  + ディズニーシー +  お酒 0.6360012
ナガシマスパーランド
ナガシマスパーランド + ディズニーシー  + 雰囲気 0.7373017
ナガシマスパーランド + ディズニーシー  + お酒 0.725242
ナガシマスパーランド + ディズニーシー  + 飲める 0.7249891
ナガシマスパーランド + ディズニーシー  + 違う 0.7165409







ハロウィン , Harry -0.161839
Potter, ハロウィン -0.160334
訪れる , Harry -0.090942
Potter, 訪れる -0.087906
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４　今回分散表現を算出するにあたっては facebook researchの開発した fastTextを用い
ており，また学習手法としてはSkip-gramを使用している。fastTextのSkip-gramでは
subword情報が活用されており，これによって未知語も分析の対象に含めることもできる
が，その一方で字面の似た単語には近似するベクトルが算出されることになる。このため，
ディズニーランドやディズニーシーのように字面がほぼ同じ単語に対しては過度に類似した
ベクトルが算出される可能性がある。
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